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日

分
類
さ
れ
る
。
ペ
ダ
ル
の
な
い
自
昨
年
の
利
用
回
数
は
約
1
3
0万

9皿

量
で
、
タ
イ
ヤ
は
14
唸

m
回
に
逹
し
た
と
い
う
。

さ
約
祖
口
。
声
逼
、
声
転
声
H
叫
専
市
疫
所
で
1
日
、
出
発
式
が
開

用
モ
ー
ド
（
最
藁
速
度
⑳
ヂ
）
、
か
れ
、
試
乗
し
た
泊
水
勇
人
市
長

一

歩
遥
可
モ
ー
ド
（
同
6
ヂ
）
を
選
は
「
ス
ピ
ー
ド
が
出
過
ぎ
る
こ
と

択
し
、
自
転
車
と
同
じ
操
作
感
で
が
な
い
の
で
、
安
心
し
て
乗
れ
る
県
は
世
界
を
舞
台
に
し
た
チ
ャ
の
開
発
に
産
学
官
連
携
で
取
り
組

雷
で
き
る
と
い
う
。
と
感
じ
た
。
畠
鳥
警
胃
性
レ
ン
ジ
や
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
み
、
園
コ
ン
ク
ー
ル
入
四
を
通
冒
冒
催

日

ー

日

か

ら

5
台
が
迎
入
さ
れ
、
は
な
じ
み
や
す
い
。
シ
ェ
ア
モ
ビ
ぐ
活
動
を
表
彰
す
る
「
埼
玉
グ
ロ
し
て
、
県
産
品
の
海
外
展
開
に
口

●
区
制
施
{
F向

曜水

さ

い

た

慈

屈

心

バ

ス

タ
ー
ミ
ナ
リ
テ
ィ
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
い

ー
バ
ル
虹
」

3
分
野
の
受
臼
者
を
献
し
た
と
し
て
、
受
賞
が
決
ま
っ
て
／
．
み
て

日

ル

な

ど

5
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ろ
い
ろ
な
用
途
に
合
わ
せ
て
使
っ
決
定
し
、

2
日
に
知
事
公
館
（
さ
た
。

つ
り
」
（
さ
い

で
利
用
可
能
。

3
月
中
に
浦
和
駅
て
も
ら
え
る
と
思
つ
」
と
述
べ
た
。
い
た
ま
市
浦
和
区
）
で
表
彰
式
を
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さ
く
は
世
界
如
力
国
以
上
の

10111
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午
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、
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。
区
内
で
活

周
辺
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5
月
中
に
大
宮
駅
周
辺
に
屯
動
サ
イ
ク
ル
は
自
転
車
や
バ
実
施
し
た
。
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発
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下
水
開
発
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導
入
す
る
イ
ク
と
交
通
ル
ー
ル
が
異
な
り
、
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世
界
へ
の
な
ど
を
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開
し
、
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で
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な

ー
ラ
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や
ダ
ン

ジ
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部
、
着
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千
華
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も
1
恩
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通
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懸
念
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あ
る
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戦
」
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狭
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冒
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玉
讐
大
使
」
ー
も
あ
る
。
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を
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を
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。
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を
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当
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し
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中

ぶ
ゆ
を
ダ
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て
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度
か
ら
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体
の
グ
ロ
ー
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県
主
催
の
古
文
田
購
座
が
60周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

で
亡
く
な
っ
た
時
は
、
そ
の
地
で
れ
る
」
と
話
し
て
い
た
。
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埼
玉
グ
ロ
ー
バ
ル
賞
」
受
賞
団
体
の
ル
化
を
図
り
、
世
界
に
開
か
れ
た
ッ
プ
（
桶
川
）

し
て
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
県
立
文
田
館
で
企
画
展
「
古

楓
し
て
も
ら
う
こ
と
が
記
さ
れ
問
い
合
わ
せ
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文
田
館
（
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午
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巧
日
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で
開
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て
い
る
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鸞
の
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取
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送
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中
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援
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ん
」
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直
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園
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未
は
杉
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を
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て
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書
士
郎
）
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写
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の
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も
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と
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た
ま
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問
、
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町
小
ち
ゃ
ん
と
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の
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直
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780キ
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3年
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警
れ
た
文
田
館
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地
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産
力
を
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検
地
る
。
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中
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い
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中
央
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設
協
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組
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8
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（
一
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。
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塑
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帳
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々
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堂
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X
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。
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。
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台
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近
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狭
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光
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翠
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重

県内のさまざまな占火●が展示されている
企画展ーさいたま市浦和区の県立文田館

「電動サイクル」実証開始

さいたまペダルなし、免許不要
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玉
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右
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世
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